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お口の中は健康か？



町田市歯科口腔健康診査の受診状況
18 歳～70 歳が対象



町田市高齢者歯科口腔機能健診の受診状況
71 歳以上が対象



町田市の高齢者人口

日本の定期健診を受けている割合
2020年町田市の歯科健診の高齢者予測

70歳以上 90115人の41.9% 37758人

定期健診

高齢者歯科口腔機能健診 365人 0.4％



健康寿命の秘訣を探る
100歳100人実態調査2017

キューサイの調査2017年から引用



元気な100歳100人の健康の秘訣は？（2019年）

100歳100人の3日間の食事日誌

キューサイの調査2019年・2020年から引用

•3日間の食事900食のうち約9割の食事で卵・豆腐などの「たんぱく質」をしっ
かりと摂取

•「誰かと一緒に食事を摂っている人」は8割超

•「自分の歯が残っている人」は約３人に1人 前歯でお肉をかみ切れる人は約6割

•長寿の秘訣に「食」を挙げた人は5割以上

以前から通っているかかりつけの歯医者があると
答えた方は49％と、ほぼ半数に及びました。

その他
「体を動かすこと」62%
「身の周りのことを自分でするよう意識」９７％
「家族と一緒に過ごす」95%、「おしゃべりする」84%



フレイルを予防し健康寿命を達成するためには、
「栄養・食事とお口の健康」「運動」「社会参加」という3つの柱が重要です。

健康寿命の3つの柱



メタボリックドミノ



口腔機能の維持は、健康寿命延伸ため
の取り組みです。





歯の状況（20 本以上の歯が残っている人の割合

H28年 歯科疾患実態調査



要介護が必要になった原因

・認知症・脳卒中、高齢、骨折など

要介護状態になった原因

2020年
町田市総人口：428,821人

高齢者人口：115,525人(26.9%)

要支援認定率：6,327人(5.5%)

要介護者数：15,531(13.4%)

ベネッセスタイルケアより引用



虫歯

歯周病

脳血管障害16%
心疾患4%
誤嚥性肺炎3%

糖尿病

認知症18.0% 転倒・骨折13%

歯の喪失 入れ歯

装着未装着

顎の不安定咀嚼機能の低下

誤嚥・窒息

要介護状態54.0%

脳認識力の低下
記憶力の低下

歯根破折



歯科口腔健康診査 18歳~70歳以下

内容
・歯の数、むし歯、欠損歯数
・歯周病の状態 6本のみ
・口腔清掃状況
・歯石の有無
・くさび状欠損、歯列、かみ合わせ、
顎関節、粘膜

注意点

歯科口腔健康診査は、あくまでスクリー
ニング検査であり歯周病検査は決められ
た歯のみの検査でレントゲン診査などの
精密にしらべることはできない

費用
負担 400円
非負担 市民税非課税世帯・生活保護など



高齢者歯科口腔機能健診
71歳以上

負担 500円
非負担 市民税非課税世帯・生活保護

など



「オーラルフ
レイル」も含
めた老化によ

る
口腔機能の低

下



オーラルフレイル啓発の重要性

多くの人は、加齢とともに低下する
運動機能の低下・栄養状態・生活能力
を「年のせい」とあきらめ、自らの
活動範囲を狭めたり、食べにくいものを
さけたりしがちです。

口の周りの些細な衰えから始まる現象
を見過ごしていると、自覚のないまま
悪循環に陥り、やがて食欲低下や低栄養
に至ります。

口角に唾液が
溜まる

よく頬や舌を
かむ

食事でもむせる
ことがある

食事に時間が
かかる

口が乾く

滑舌が
悪くなった



舌の位置はどこにありますか？

タ

A B C

低位舌 前方舌 適切



幼児・成人の嚥下の違い

小児の摂食・嚥下とその発達・病態：村本 和世, 小児保健研究,

第75巻 第６号，2016（701～705）



②舌圧の低下

舌圧の低い人は、食塊形成や咽頭への送り込みが難しく、食事の際にむせる
などして食べ物をうまく摂取できないことがあります。
その結果として体内に栄養を十分に取り入れることができず、低栄養に陥る
危険性があるため、注意しましょう。

舌圧の検査 舌圧測定（JMS舌圧測定器）



2020 東京オリンピック 空手女子 形 銀メタル

清水 希容さん

低位舌

低位舌の方は、口呼吸になることが多く試合で勝つために低位舌を改善し
鼻呼吸にして試合に臨んだそうです。



オーラルフレイルを放置すると危険！



１ 口腔内衛生状態の評価

２ 嚥下に関する評価

ＤＲAＣＥ （問診）

反復唾液嚥下テスト

３ 咀嚼に関する評価
咀嚼能力チェックリスト（問診）
咀嚼チェックガム

４ 摂食嚥下を維持する為のトレーニング

高齢者歯科口腔機能健診の概要



問診(DRACE)の具体的な内容

1. 熱がよく出ますか

2. 以前に比べて食べるのに時間がかかる気がしますか

3. 飲み込みづらいと感じることがありますか

4. かたいものが食べづらいと感じることがありますか

5. 口から食べ物がこぼれてしまうことがありますか

7. 食事中にむせることはありますかお茶などの水分を飲
むときにむせることがありますか

8. 飲み込んだものが鼻に戻ってくることがありますか

9. 飲食後に声が変わることがありますか

10. 食事中や飲食後、のどに痰がからむことがありますか

11. 胸に食べ物が詰まった感じがすることがありますか

12. 食べ物や酸っぱいもの液が胃からのどに戻ってくるこ
とがありますか

嚥下機能評価



咀嚼能力検査



嚥下機能評価
反復唾液嚥下テスト（RSST）

咀嚼能力評価





トレーニング
指導の内容

舌の運動のトレーニング

舌の巧緻性、運動速度のトレーニング

舌・頬・口唇の力強さと持久力のトレーニン
グ

開口のトレーニング

嚥下おでこ体操

嚥下トレーニング

口腔乾燥への指導
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「重度」の判
定になった場

合は…

 「支援歯科診療所」でさらなる精密検査
（機器を用いた測定を行う、開口力測定
器 舌圧測定器）

 必要に応じて専門の医療機関（二次医療
機関）への紹介を行うシステムとしてい
る

 紹介先は、「町田障がい者歯科診療所
摂食嚥下リハ外来」、「口腔リハビリ
テーション多摩クリニック」など。



歯科健診によるメリット












